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 遷移金属触媒によるアリルエステル類のアリル位求核置換反応は Tsuji−Trost 反応として知

られており、これまでに最も盛んに研究されてきた反応である。そこで、我々の研究室では

アリルエステルとベンジルエステルの構造的類似性に着目し、アリルエステルと同様にベン

ジルエステル類の求核置換反応がパラジウム触媒により進行するのではないかと考え、研究

を行った。その結果、パラジウム触媒上の配位子として DPPF あるいは DPEphos を用いた

場合に、効率よく反応が進行することを見出した 1,2。この反応では、求核剤として安定化炭

素アニオン、アミン、スルフィン酸塩などを用いることができる。 
 次に、この反応をα位に置換基をもつベンジルエステル類に対しても適用できないかどうか

検討を行った。その結果、リン原子上の置換基にシクロヘキシル基を持つ Cy-Xantphos のパ

ラジウム錯体触媒を用いることにより、ジフェニルメチルエステル類のベンジル位アルキル

化反応が効率良く進行することを見出した 3。今回はこれらの研究を合わせて紹介する。 
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